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■はじめに
　大洗町は古くから海水浴場をはじめとする観光と保養
の町であり、神磯鳥居など多くの景勝地があります。ま
た、漁業や水産加工業が盛んで、重要港湾となった大洗
港（茨城港大洗港区）へのフェリー就航により北海道へ
のアクセス基盤として発展しています。
　近年は町の玄関口である大洗駅と海の玄関口である大
洗港をつなぐ（都）駅前海岸線を中心に駅と港との連携
を強化し、コンパクトシティの推進に資する大洗駅周辺
の拠点性向上、商業・観光拠点と連携した交流賑わい空
間づくりに取り組んでいます。

■経緯
　鹿島臨海鉄道大洗鹿島線の大洗駅は、昭和60年3月
に開業を迎えてから30年以上が経過し、トイレや自転
車駐輪場が老朽化してきたほか、一般の方の送迎車を駐
車・停車するスペースが無い等の課題が多くありまし
た。そのため、大洗駅前基本構想検討委員会を立ち上げ、
導入施設の需要調査や再整備の基本方針、方向性の検討
を行ってまいりました。
　本町の玄関口としてふさわしい魅力的な街なみの実現
を図るために、誰もが利用しやすく、誰からも愛される
拠点の形成を目指し、大洗駅前広場リニューアル工事に
着手することとなりました。

■整備概要

〇整備概要
所在地：大洗町桜道300
名　称：大洗駅前広場
事業費：約500百万円
工　期：平成30年8月～令和2年8月
完　成：令和2年8月26日
主な事業
　公衆トイレ改修、駐輪場改修、有料駐車場整備、
　歩道改修、シェルター設置

　広場全体のイメージとしては、電車を降りて駅前へ出
ると「海を感じる」ことをコンセプトとし、海と空の「青」
と、砂と雲の「白」を基調に色彩をまとめております。
　夏の強い日差しや雨をよけるシェルターをバスやタク
シーなどの車両の乗降場所だけでなく歩道を覆う形で配
置するとともに、時間制の有料駐車場を整備し、駅を使
う方が快適に利用できるような空間を目指して工事を進
めてきました。

市町村のまちづくり
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　また、公衆トイレに関しては、男女トイレの他に多目
的トイレを設置しあらゆる方が利用できるようユニバー
サルデザインを適用しております。

■うみまちテラス
　駅前広場改修と並行して、駅隣接地には大洗町観光情
報交流センター「うみまちテラス」を建設しました。同
施設は町や（一社）大洗観光協会が協働して設立した「大
洗観光おもてなし推進協議会」によって運営されていま
す。公募で決定された施設名称については、「海辺の街
＝うみまち」「うみを待ち望む＝大洗観光への期待」が
込められています。
　本施設は、観光コンシェルジュが常駐する観光案内所
のみならず、大洗の名産品・グッズの販売、町内での起
業を目指す事業者に運営スペースを提供するチャレンジ
ショップ機能、近隣圏と連携し1泊利用も可能なレンタ
サイクル事業の展開など、通常の観光案内所に加え様々
な機能が集約されています。

〇整備概要
所在地：大洗町桜道301
名　称：大洗町観光情報交流センター
　　　　「うみまちテラス」
事業費：85百万円
工　期：令和2年3月～令和2年8月
開館日：令和2年9月10日

■今後の展開
　観光を取り巻く環境が変化する中、テーマ性の強い体
験型観光（＝ニューツーリズム）が求められる時代とな
りつつあります。今回の駅の玄関口の再整備は、このよ
うな目的に資する賑わい空間の創出に寄与するのみなら
ず、今後の市街地整備における中心的な役割を果たす事
業となりました。観光と日常とが相互に交流し、その展
開がよりよいまちづくりにつながることを期待しつつ、
筆をおかせていただきます。⑥見取図

⑦チャレンジショップ
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